
四国横断自動車道
吉野川渡河部の環境保全に関する検討会

第一回検討会

【四国横断自動車道事業の概要】

平成２５年８月２２日

西日本高速道路株式会社

四 国 支 社
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■ 周辺道路の整備状況
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鳴門ＪＣＴ 徳島ＩＣ

道 路 名 四国横断自動車道 阿南安芸道路

事 業 者 NEXCO 国交省 国交省

事業化年度 H8※ H8※ H8※ H10※ H23 H24 H7 未定

現 況 工事中 調査・設計
調査・設計
設計協議
用地買収

工事中
調査・設計
設計協議

調査・設計 供用中 ―

9.0km 4.3km 7.7km 10.0km 6.5km
桑野道路

9.6km
福井道路

9.3km
日和佐道路

【供用中】

35km
海部道路
（仮称）

牟岐バイパス
2.4km

徳島JCT
（仮称）

徳島東IC
（仮称）

小松島IC
（仮称）

鳴門JCT

阿南IC
（仮称） 桑野IC

（仮称） 小野IC
（仮称）

由岐IC
徳島IC

3.1km 平成23年7月供用開始

6.2km 平成19年5月供用開始

※ 整備計画決定の年度を記載しています。



■ 四国横断自動車道（徳島東IC～徳島JCT） 事業経緯

～平成６年１０月 環境影響評価書策定

都市計画決定平成６年１１月

施行命令平成１０年１２月

事業許可平成１８年３月

西日本高速道路㈱設立（日本道路公団民営化）

都市計画決定に先立つ環境影響評価での見解(抜粋)
公害の防止、自然環境の保全に係る環境保全対策
公害の防止、自然環境の保全に係る環境要素については、予測評価の結果、環境保全
目標を満足しており、環境保全対策を必要としていない。
予測し得なかった著しい影響が発生すれば、必要に応じて調査を実施し、適切な措置を
講ずる。
工事中およびその他の環境保全対策
[工事中の環境保全対策]植物、動物については、本地域の動植物等自然環境の実態を
踏まえ、その生息・生育環境の保全に努めるとともに、新たに貴重な種や重要な種が確認
された場合、現地調査を実施し、必要に応じて適切な措置を講ずる。また、野生動物につ
いては習性に配慮し、保護のため必要に応じ適切な措置を講ずる。
[その他]当事業は、環境に及ぼす影響を予測評価し、適切な対策を講ずることとしている
が、工事中及び供用後予測し得なかった著しい影響が発生すれば、必要に応じて調査を
実施し、適切な措置を講ずる。

日本道路公団として事業着手

西日本高速道路㈱として事業着手

整備計画平成８年１２月 高速自動車国道として事業化

事業再評価の結果 ⇒事業継続

事業再評価の結果 ⇒事業継続

平成２０年３月

平成２３年１月

平成１７年１０月
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■ 四国横断自動車道（徳島東IC～徳島JCT） 航空写真

徳島JCT（仮称） 徳島東IC（仮称）

徳島東環状道路

国道11号

四国横断自動車道
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